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問題概要 



動的計画法(DP) 

• 「○○な条件を満たすような選び方の数を求めよ」のような問題がDPで解
けることが往々にしてある 

• 今回は存在するかどうか判定するだけだが、DPによるアプローチを考えて
みる 



必要な状態は？ 

• 前から順に、A と B のどちらの項を選ぶかを決めていく 
• 「A から N 個の項を選ぶ」という条件がある 
→今までに選んだ A の個数を状態として持っておく必要がありそう 
• 「単調増加」の条件 

• 今選ぼうとしている項が、一つ前の項よりも大きければOK 
• 「一つ前の項を A と B のどちらから選んだか」によって、今選べる項が変わってくる 

→ 「一つ前の項を A と B のどちらから選んだか」も状態として必要 



小課題1 (11点) 



解の復元パート 



遷移を観察 



概念図 



小課題2 (89点) 



解の復元パート 



得点分布 

100 11 0 
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